
４．廃棄物処理施設における長寿命化計画策定支援事業 

概要 

 廃棄物処理施設は現在、ごみ焼却施設約1,300箇所、し尿処理施設約1,050箇所となっており、循環型社会形成に寄与する都市建

設として位置付けられています。今後、更新時期を迎える施設が多いこと、一方で国及び地方自治体の財政状況の厳しさは、ますます

深刻化していることから、施設の機能を効果的に維持することが急務となっています。こうした状況を踏まえ、環境省では施設整備計

画により、施設の長寿命化を図り、そのライフサイクルコストを低減することを通じて効率的な更新計画や保全管理の導入を推進して

います。  

業務実施のメリットや効果 

 OECでは、施設の機能低下速度の抑制、長期にわたり適正な運転の維持を目指した施設保全計画と的確な延命化対策を立案する

施設の長寿命化計画の策定を支援します。  

 

  

【廃棄物処理施設における長寿命化計画策定支援事業フロー図】 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

① 施設の構造性能の低下が致命的になる前に補修、補強等を実施する予防対策によって経

済的かつ効率的に施設の長寿命化を図ることができ財政負担も軽減し既存のストックの有

効利用が図られる。

② 本計画に対し、平成21～25年度において循環型社会形成推進交付金制度が活用できる。


